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介
護
労
働
者
は
、
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
た
二
〇
〇
〇
年
当
時
の
約
五
五
万
人

か
ら
、
二
〇
〇
八
年
ま
で
に
約
一
二
八
万
人

と
著
し
く
増
大
し
た
。
団
塊
の
世
代
が
後
期

高
齢
者
に
な
る
二
〇
二
五
年
に
向
け
て
、
二

一
二
～
二
五
五
万
人
も
の
介
護
労
働
者
が
必

要
に
な
る
と
の
推
計
も
あ
る
。
人
材
確
保
が

急
務
と
な
る
な
か
、「
定
着
の
促
進
」
と
と
も

に
大
き
な
課
題
と
さ
れ
て
き
た
の
が
、「
処
遇

改
善
」
の
問
題
だ
。
介
護
労
働
者
の
処
遇
は

今
、
ど
の
よ
う
な
現
状
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

日
本
介
護
ク
ラ
フ
ト
ユ
ニ
オ
ン
の
「
処
遇
改

善
調
査
」
と
、（
財
）介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ

ー
の
「
介
護
労
働
実
態
調
査
」
か
ら
概
観
す

る
。日

本
介
護
ク
ラ
フ
ト
ユ
ニ
オ
ン
調
査

平
均
賃
金
は
月
給
制
二
一
・
三
万
円
、
時
給

制
一
〇
二
〇
円

　
「
処
遇
改
善
調
査
」
は
、
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン

同
盟
傘
下
で
ヘ
ル
パ
ー
等
の
介
護
労
働
者
を

組
織
す
る
日
本
介
護
ク
ラ
フ
ト
ユ
ニ
オ
ン
が
、

組
合
員
の
処
遇
実
態
や
賃
上
げ
改
定
な
ど
の

満
足
度
を
把
握
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る

も
の
。
二
〇
一
一
年
九
月
調
査
は
、
月
給
制

組
合
員
二
〇
一
二
人
、
時
給
制
組
合
員
二
〇

〇
〇
人
を
対
象
に
調
査
票
を
配
付
。
そ
れ
ぞ

れ
一
二
五
九
人
、
九
三
〇
人
か
ら
得
た
有
効

回
答
を
集
計
し
た
。

　

回
答
者
は
、
月
給
制
は
男
性
が
二
八
・
四

％
に
対
し
、
女
性
が
七
一
・
〇
％
。
時
給
制

で
は
男
性
が
一
三
・
二
％
で
、
女
性
が
八
六
・

一
％
と
な
っ
て
い
る
。
年
齢
は
と
も
に
四
〇

歳
台
が
も
っ
と
も
多
い
（
月
給
制
で
二
七
・

一
％
、
時
給
制
で
三
一
・
一
％
）。
次
い
で
、

月
給
制
は
三
〇
歳
台
（
二
五
・
〇
％
）、
二

〇
歳
台
（
二
一
・
六
％
）、五
〇
歳
台
（
一
九
・

〇
％
）
の
順
。
時
給
制
で
は
五
〇
歳
台
（
二

四
・
〇
％
）、
三
〇
歳
台
（
二
二
・
七
％
）、

六
〇
歳
台
（
一
二
・
八
％
）
な
ど
と
続
く
。

　

勤
務
し
て
い
る
事
業
所
の
主
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
、
と
も
に
「
訪
問
介
護
」
が
も
っ
と

も
多
い
（
月
給
制
で
三
四
・
九
％
、
時
給
制

で
四
二
・
九
％
）。
次
い
で
、
月
給
制
は
「
特

定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
（
有
料
老
人
ホ
ー

ム
）」が
一
五
・
六
％
、「
通
所
介
護
」が
一
一
・

〇
％
、「
居
宅
介
護
支
援
」
が
八
・
六
％
な
ど
。

時
給
制
で
は
「
通
所
介
護
」
が
一
七
・
一
％
、

「
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」
が
一
一
・
五
％
、「
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
）」
が
八
・
八
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
会
社
に
お
け
る
勤
務
年
数
は
、
総

じ
て
月
給
制
の
方
が
時
給
制
よ
り
長
い
。
月

給
制
で
は
多
い
順
に
、
三
年
以
上
五
年
未
満

（
二
一
・
四
％
）、七
年
以
上
一
〇
年
未
満（
一

九
・
四
％
）、
五
年
以
上
七
年
未
満
（
一
六
・

九
％
）
な
ど
に
対
し
、
時
給
制
で
は
一
年
未

満
が
一
八
・
八
％
、
一
年
以
上
二
年
未
満
が

一
七
・
二
％
と
、
二
年
未
満
が
三
人
に
一
人

を
超
え
、
次
い
で
三
年
以
上
五
年
未
満
が
一

七
・
〇
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
属
性
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
二

〇
一
一
年
八
月
時
点
の
賃
金
額
と
、
一
年
前

の
賃
金
額
を
比
較
し
て
増
減
を
み
る
と
、
月

給
制
組
合
員
の
平
均
賃
金
（
手
当
含
む
）
は
、

前
年
同
月
よ
り
一
・
六
％
（
三
五
〇
七
円
）

高
い
二
一
万
三
一
九
六
円
。
時
給
制
組
合
員

の
平
均
時
間
単
価
は
、同
〇
・
九
％
（
九
円
）

増
の
一
〇
二
〇
円
で
、
同
月
に
支
払
わ
れ
た

賃
金
総
額
は
平
均
一
二
万
六
五
四
七
円
と
な

っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
上
昇
し
て
い
る
が
、
職
種
別
に

み
る
と
賃
金
額
・
増
減
推
移
と
も
に
バ
ラ
つ

き
が
み
ら
れ
る
。
月
給
制
に
つ
い
て
は
、
賃

金
額
の
高
い
方
か
ら
、
看
護
師
が
前
年
同
期

比
一
・
〇
％
（
二
六
五
五
円
）
増
の
二
七
万

六
七
五
三
円
、
施
設
系
管
理
者
（
入
所
型
）

が
同
三
・
〇
％
（
八
二
〇
五
円
）
増
の
二
六

万
九
八
七
七
円
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
一
・

六
％
（
四
一
二
四
円
）
増
の
二
五
万
四
九
八

八
円
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
賃
金
額
の
低
い
方
か
ら
み
る
と
、

施
設
系
介
護
員
の
通
所
型
が
一
・
八
％
（
三

二
一
〇
円
）
増
の
一
七
万
六
八
七
七
円
、
訪

問
系
介
護
員（
い
わ
ゆ
る
ヘ
ル
パ
ー
）が
一
・

〇
％
（
一
八
三
八
円
）
増
の
一
八
万
六
五
〇

四
円
、
施
設
系
介
護
員
の
入
所
型
が
〇
・
九

％
（
一
七
二
七
円
）
増
の
一
九
万
八
七
五
円

な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
賃
金
額
・
改
定
率
と

も
相
対
的
に
低
く
な
っ
て
い
る
。

　

同
じ
く
時
給
制
で
み
て
も
、
賃
金
水
準
は

職
種
別
の
バ
ラ
つ
き
が
め
だ
つ
結
果
と
な
っ

て
い
る
。
平
均
時
間
単
価
が
相
対
的
に
高
い

の
は
、
看
護
師
の
一
三
四
〇
円
（
前
年
同
期

比
一
・
四
％
（
一
九
円
）
増
）
や
、
訪
問
系

介
護
員
の
一
二
五
八
円
（
同
〇
・
七
％
（
八

円
）
増
））
な
ど
。
対
し
て
相
対
的
に
低
い

の
は
、
事
務
職
の
八
七
〇
円
（
同
一
・
二
％

（
一
〇
円
）
増
）
の
ほ
か
、
施
設
系
介
護
員

の
通
所
型
で
九
〇
九
円
（
同
〇
・
九
％
（
八

円
）
増
）
や
入
所
型
の
九
二
五
円
（
同
〇
・

介
護
労
働
者
の
処
遇
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

　
―
日
本
介
護
ク
ラ
フ
ト
ユ
ニ
オ
ン
と
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
の
調
査
か
ら
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五
％
（
五
円
）
増
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

同
じ
職
種
で
月
給
制
と
時
給
制
を
比
較
す
る

と
、
賃
金
改
定
率
は
軒
並
み
時
給
制
の
方
が

下
回
っ
て
い
る
。
時
給
制
で
、
よ
り
勤
続
年

数
が
賃
金
に
反
映
さ
れ
難
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
よ
う
す
が
窺
え
る
。

税
込
年
収
は
月
給
制
二
九
一
・
三
万
円
、
時

給
制
一
五
三
・
八
万
円

　

二
〇
一
〇
年
九
月
以
降
、
調
査
時
点
ま
で

の
一
年
間
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
手
当
に
つ
い

て
は
、
月
給
制
で
休
日
・
早
朝
・
夜
間
手
当

の
引
き
上
げ
が
あ
っ
た
が
二
・
三
％
、
研
修

手
当
が
〇
・
五
％
、
時
給
制
で
も
休
日
・
早

朝
・
夜
間
手
当
が
三
・
一
％
、
研
修
手
当
が

二
・
四
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
新
設
さ
れ

た
手
当
で
は
、
月
給
制
が
調
整
手
当
、
資
格

手
当
、
処
遇
改
善
手
当
や
住
宅
手
当
、
役
職

手
当
な
ど
。
時
給
制
で
は
土
日
・
祝
日
手
当
、

処
遇
改
善
手
当
、
交
通
費
、
業
務
手
当
、
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
手
当
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

　

二
〇
一
〇
年
一
～
一
二
月
の
一
年
間
に
お

け
る
税
込
年
収
は
、
月
給
制
で
は
平
均
二
九

一
・
三
万
円
、
時
給
制
で
は
一
五
三
・
八
万

円
だ
っ
た
。
職
種
別
に
み
る
と
、
高
い
方
か

ら
、月
給
制
で
は
施
設
系
管
理
者（
入
所
型
）

が
三
八
三
・
二
万
円
、
看
護
師
が
三
七
九
・

三
万
円
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
三
三
七
・
一

万
円
な
ど
。低
い
方
で
は
事
務
職
が
二
三
四
・

六
万
円
、
施
設
系
介
護
員
（
通
所
型
）
が
二

四
三
・
二
万
円
、
入
浴
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
二

五
二
・
三
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
月
給
制
と
は
働
き
方
も
大
き
く
異

な
る
が
、
時
給
制
で
は
高
い
方
か
ら
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
二
〇
九
・
六
万
円
、
生
活
相

談
員
が
二
〇
三
・
五
万
円
、
入
浴
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
二
〇
三
・
二
万
円
な
ど
。
低
い
方
か

ら
み
る
と
、
訪
問
系
介
護
員
が
一
三
六
・
六

万
円
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
が
一
四
一
・

二
万
円
、
施
設
系
介
護
員
（
通
所
型
）
が
一

四
四
・
七
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
年
間
の
賃
金
改
定
状
況
の
満
足

度
合
い
を
尋
ね
る
と
、
月
給
制
・
時
給
制
と

も
、
不
満
が
満
足
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
月

給
制
で
は
満
足
（
満
足
＋
ま
あ
ま
あ
満
足
）

が
二
二
・
八
％
に
対
し
、
不
満
（
少
し
不
満

＋
大
い
に
不
満
）
が
六
一
・
五
％
に
の
ぼ
る
。

ま
た
、
時
給
制
で
は
満
足
が
三
一
・
〇
％
に

対
し
、
不
満
が
四
八
・
七
％
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

処
遇
改
善
に
向
け「
政
策
上
の
支
援
」を
希
望

　

こ
の
ほ
か
、
賃
金
以
外
の
処
遇
で
二
〇
一

〇
年
九
月
以
降
に
実
施
さ
れ
た
も
の
を
尋
ね

る
と
、「
何
も
実
施
さ
れ
て
い
な
い
」
が
最
多

で
、
月
給
制
で
三
六
・
六
％
、
時
給
制
で
二

八
・
六
％
だ
っ
た
。
次
い
で
高
い
の
は
、
と

も
に
「
福
利
厚
生
が
充
実
し
た
」（
月
給
制
一

五
・
〇
％
、
時
給
制
一
九
・
七
％
）
で
、
こ

れ
に
「
職
員
の
研
修
内
容
が
充
実
し
た
」（
一

三
・
八
％
、
一
六
・
二
％
）、「
昇
格
・
昇
給
・

昇
進
の
た
め
の
要
件
が
明
確
に
さ
れ
た
」

（
六
・
九
％
、
三
・
三
％
）、「
非
正
規
か
ら

正
規
へ
の
登
用
機
会
が
確
保
さ
れ
た
」（
五
・

四
％
、
一
・
九
％
）、「
職
員
の
研
修
参
加
費

用
が
会
社
負
担
に
な
っ
た
」（
四
・
六
％
、
一
・

八
％
）、「
増
員
に
よ
り
職
員
配
置
が
厚
く
な

っ
た
」（
三
・
五
％
、
二
・
八
％
）
―
―
な
ど

が
続
く
。

　

介
護
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
向
け
て
必
要

だ
と
思
う
も
の
で
は
、「
国
に
よ
る
政
策
上
の

支
援
」
が
も
っ
と
も
多
く
、月
給
制
で
六
一
・

八
％
、
時
給
制
で
五
七
・
六
％
に
の
ぼ
っ
た
。

次
い
で
高
い
の
は
「
介
護
保
険
制
度
の
見
直

し
や
介
護
報
酬
の
改
善
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
五

六
・
六
％
、
五
三
・
四
％
だ
っ
た
。

介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
調
査

「
充
分
な
賃
金
を
払
え
な
い
」が
四
九
・
八
％

　

一
方
、
介
護
労
働
者
の
処
遇
改
善
は
、
事

業
所
の
側
で
も
切
迫
し
た
課
題
と
な
っ
て
い

る
。（
財
）介
護
労
働
安
定
セ
ン

タ
ー
が
今
年
八
月
に
発
表
し
た

「
平
成
二
三
年
度
・
介
護
労
働

実
態
調
査
結
果
」
は
、
全
国
の

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実

施
す
る
事
業
所
か
ら
無
作
為
抽

出
し
た
一
万
七
四
四
九
社
を
対

象
に
実
施
し
、
有
効
回
答
の
あ

っ
た
一
万
七
一
五
一
社
に
つ
い

て
ま
と
め
た
も
の
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
運
営
す
る
上
で
の
問
題

点
と
し
て
、
約
半
数
の
事
業
所

が
「
良
質
な
人
材
の
確
保
が
難

し
い
」（
五
〇
・
四
％
（
前
年
度

四
八
・
五
％
））
や
、「
人
材
の

確
保･

定
着
の
た
め
に
充
分
な

賃
金
を
払
え
な
い
」（
四
九
・
八

％
（
前
年
度
五
一
・
五
％
））

を
あ
げ
て
お
り
、
次
い
で
「
指

定
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
関
す

る
書
類
作
成
が
煩
雑
で
時
間
に

追
わ
れ
て
し
ま
う
」（
三
二
・
六

％
）、「
教
育
・
研
修
の
時
間
が

充
分
に
取
れ
な
い
」（
二
七
・
六

％
）、「
経
営
（
収
支
）
が
苦
し

く
労
働
条
件
や
労
働
環
境
を
改

善
し
た
く
て
も
出
来
な
い
」（
二

六
・
三
％
）
―
―
な
ど
と
な
っ

て
い
る
（
図
１
）。

　

介
護
労
働
者
の
処
遇
を
め
ぐ

っ
て
は
、
二
〇
〇
九
年
四
月
に

介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
（
三
・

〇
％
）
が
行
わ
れ
、
一
〇
月
か
ら
「
介
護
職

員
処
遇
改
善
交
付
金
」
が
支
給
さ
れ
る
な
ど
、

改
善
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
経
緯

が
あ
る
。
ま
た
、
本
年
四
月
に
も
介
護
報
酬

が
改
定
（
一
・
二
％
引
き
上
げ
）
さ
れ
、
こ

図１　介護サービスを運営する上での問題点（複数回答・○は最多３つまで）
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8.3 6.6 5.4 5.4 4.1 4.0 2.2 3.7 
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60 

良
質
な
人
材
の
確
保
が
難
し
い

今
の
介
護
報
酬
で
は
人
材
確
保
・

定
着
の
た
め
に
充
分
な
賃
金
を

支
払
え
な
い

指
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
に

関
す
る
書
類
作
成
が
煩
雑
で
、

時
間
に
追
わ
れ
て
し
ま
う

教
育
・
研
修
の
時
間
が

充
分
に
取
れ
な
い

経
営
（
収
支
）
が
苦
し
く
、

労
働
条
件
や
労
働
環
境
の

改
善
を
し
た
く
て
も
出
来
な
い

新
規
利
用
者
の
確
保
が
難
し
い

介
護
従
事
者
の
介
護
業
務
に

関
す
る
知
識
や
技
術
が
不
足
し
て
い
る

介
護
従
事
者
の
介
護
業
務
に

臨
む
意
欲
や
姿
勢
に
問
題
が
あ
る

管
理
者
の
指
導
・
管
理
能
力
が

不
足
し
て
い
る

利
用
者
や
利
用
者
の
家
族
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
理
解
が
不
足
し
て
い
る

介
護
保
険
の
改
正
等
に
つ
い
て
の

的
確
な
情
報
や
説
明
が
得
ら
れ
な
い

経
営
者
・
管
理
者
と
職
員
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
し
て
い
る

介
護
従
事
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
し
て
い
る

雇
用
管
理
等
に
つ
い
て
の

情
報
や
指
導
が
不
足
し
て
い
る

特
に
問
題
は
な
い

％

（全事業所 n=7,070）

資料出所：平成23年度｢介護労働実態調査結果｣
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れ
ま
で
外
付
け
さ
れ
て
い
た
介
護
職
員
処
遇

改
善
交
付
金
が
、
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算

と
し
て
介
護
報
酬
に
内
包
さ
れ
る
な
ど
し
て

い
る
。

　
「
介
護
労
働
実
態
調
査
結
果
」
で
、
介
護

職
員
処
遇
改
善
交
付
金
を
受
け
取
っ
た
事
業

所
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
処
遇
改
善
に
用

い
て
い
た
か
を
み
る
と
、「
一
時
金
の
支
給
」

が
六
七
・
〇
％
、「
諸
手
当
の
導
入
・
引
き
上

げ
」が
四
〇
・
二
％
、「
基
本
給
の
引
き
上
げ
」

が
二
二
・
二
％
、「
教
育
研
修
の
充
実
」
が
一

六
・
一
％
―
―
な
ど
と
な
っ
て
い
る
（
図
２
）。

　

介
護
労
働
は
労
働
集
約
型
産
業
だ
け
に
、

訪
問
系
で
約
七
四
％
、
施
設
系
の
入
所
型
で

は
約
五
八
％
、
通
所
型
で
は
約
六
四
％
を
人

件
費
が
占
め
る
と
の
結
果
も
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る（
図
３
）。
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
、

少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
な
か
、
介
護
労
働

者
の
処
遇
改
善
に
よ
る
人
材
確
保
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部　

渡
辺
木
綿
子
）

図２　介護職員処遇改善交付金に伴う経営面での対応

図３　介護事業等収入に占める人件費割合
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介
護
保
険
制
度
の
確
立
に
伴
い
結
成
さ
れ

た
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
傘
下
の
日
本
介
護
ク

ラ
フ
ト
ユ
ニ
オ
ン
（
陶
山
浩
三
会
長
、
略
称

Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
）。
誕
生
か
ら
一
三
年
目
を
迎
え
、

三
八
分
会
四
職
域
組
織
（
五
九
の
法
人
）・
組

合
員
六
万
四
四
七
〇
人
を
組
織
化
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
処
遇
改

善
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

労
使
の
対
話
等
を
通
じ
「
有
期
組
合
員
の

雇
用
安
定
化
協
定
」
を
締
結

　

介
護
関
連
の
職
能
別
労
組
で
あ
る
Ｎ
Ｃ
Ｃ

Ｕ
は
、
企
業
の
枠
を
超
え
た
産
業
労
使
会
議

の
実
現
を
め
ざ
し
、
業
界
標
準
と
な
る
ワ
ー

ク
ル
ー
ル
作
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
労
使

に
よ
る
話
し
合
い
の
場
は
、
労
使
懇
談
会
に

始
ま
り
労
使
会
議
、
集
団
交
渉
、
そ
し
て
労

使
の
対
話
等
と
変
遷
を
遂
げ
な
が
ら
継
続
し

て
い
る
。
こ
の
間
、「
有
期
労
働
契
約
に
よ
る

組
合
員
の
雇
用
安
定
化
協
定
」
や
「
安
全
衛

生
に
関
す
る
協
定
」
な
ど
を
締
結
し
て
き
た
。

介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
等
を
厚
労
相
要
請

　

Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
は
ま
た
、
介
護
産
業
を
横
断
・

代
表
す
る
労
働
組
合
と
し
て
、
行
政
に
要
望

書
を
提
出
し
た
り
、
審
議
会
・
検
討
会
等
に

参
加
す
る
な
ど
し
て
、
介
護
従
事
者
の
処
遇

の
抜
本
改
善
に
傾
注
し
て
き
た
。

　

具
体
的
に
は
、
二
〇
〇
八
年
に
当
時
の
舛

添
・
厚
労
相
に
対
し
、
介
護
報
酬
の
引
き
上

げ
や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
通
じ
た
社
会
的
地
位

の
向
上
な
ど
七
項
目
か
ら
成
る
「
介
護
労
働

者
の
人
材
確
保
等
を
求
め
る
要
請
」
を
実
施
。

二
〇
一
〇
年
に
は
当
時
の
長
妻
・
厚
労
相
に

提
言
書
「
良
質
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
」
を
提
出
し
、
介
護
従
事
者
の
処
遇
改

善
や
介
護
福
祉
士
試
験
の
受
験
機
会
の
拡
大

な
ど
一
二
項
目
を
求
め
た
。
ま
た
、
二
〇
一

一
年
に
は
、
希
望
と
誇
り
の
も
て
る
処
遇
に

向
け
た
要
望
書
「
介
護
報
酬
改
定
に
関
す
る

要
請
―
介
護
従
事
者
の
視
点
か
ら
」
に
、「
緊

急
署
名
活
動
」
で
集
約
し
た
一
三
・
八
万
筆

以
上
を
添
え
、
当
時
の
小
宮
山
・
厚
労
相
宛

に
提
出
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

引
き
続
き
「
全
産
業
平
均
を
下
回
ら
な
い

賃
金
水
準
を
め
ざ
す
」

　

こ
の
間
、
介
護
従
事
者
の
処
遇
を
め
ぐ
っ

て
は
、
二
〇
〇
九
年
に
介
護
報
酬
の
引
き
上

げ
改
定
（
三
・
〇
％
）
や
介
護
職
員
処
遇
改

善
交
付
金
の
支
給
等
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、

二
〇
一
二
年
四
月
の
介
護
保
険
法
と
介
護
報

酬
の
同
時
改
定
で
は
、
処
遇
加
算
と
い
う
形

な
が
ら
、
同
交
付
金
が
介
護
報
酬
（
一
・
二

％
引
き
上
げ
）
に
組
み
込
ま
れ
る
な
ど
し
た
。

　

一
〇
月
一
二
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ

の
定
期
大
会
で
は
、
主
張
し
て
き
た
要
請
内

容
の
一
部
が
実
現
し
た
こ
と
を
評
価
し
つ
つ

も
、「
交
付
金
が
な
く
な
る
こ
と
で
実
質
的
に

は
〇
・
八
％
の
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
」
こ
と
な

ど
に
不
満
の
意
を
表
明
。
引
き
続
き
、「
介
護

業
界
で
働
く
す
べ
て
の
従
業
員
の
賃
金
水
準

は
、
全
産
業
の
平
均
値
を
下
回
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
を
め
ざ
す
」
方
針
な
ど
を
確
認
し
た
。

　

Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
で
は
、
賃
金
政
策
「
夢
の
あ
る

介
護
業
界
、
は
じ
め
の
一
歩
」
の
中
で
、
月

額
約
三
〇
万
円
、
年
収
で
約
四
五
〇
万
円
を

め
ざ
し
て
い
る
。
能
力
の
向
上
や
貢
献
度
に

応
じ
た
定
期
昇
給
制
度
の
導
入
等
を
通
じ
、

業
界
全
体
の
賃
金
水
準
を
扶
養
者
で
三
〇
％
、

無
扶
養
者
で
一
五
％
程
度
向
上
さ
せ
た
い
と

し
て
い
る
。

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
に
向

け
た
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
の
取
り
組
み


